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〔研究報文〕

生育期間中の液肥濃度が‘竜宝'の果粒の成熟に及ぼす影響

平野健事・真鍋雅子・岡本五郎
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CResearch NoteJ 

Effect of Nutrient Solution Concentration on 
Berry Ripening of ‘Ryuho' Grapes 

Ken HIRANO* ， Masako MANABE and Goro OKAMOTO 

Faculty of Agriculture ， Okayama University 

Okayama 700 ， J apan 

Six -year -old ‘Ryuho' grapevines grown under a restricted rooting volume 

system were supplied with complete liquid fertilizer after bud burs t. Vines were 

subjected to one of the following three fertilizer treatment programs. Diluted 

fertilizer were supplied containing (A) N: 60 ppm before seed hardening ， and 20 

ppm thereafter; (B) N: 60 ppm from bud burst to harvest; (C) N: 120 ppm 

before anthesis ， 60 ppm from anthesis to seed hardening ， and 20 ppm thereafter. 

There was no significant difference in primary shoot growth. Lateral shoot 

growth was the most vigorous under Treatment C during early season berry 

growth ， but under Treatment B after seed hardening. There were no significant 

differences in cluster weight or berry diameter among the three treatments. 

Berries on vines grown under Treatment C accumulated higher concentrations 

of skin anthocyanin and JU1ce sugar compared to the amounts accumulated 

under the other two treatments. However ， under Treatment C ， the juice amino 

acid content and N concentration of various parts of the vines were significantly 

lower. Under Treatment B ， accumulation of skin anthocyanin and juice sugar 

were severely retarded. Judged from the view point of overall quality ， superior 

berries were produced under Treatment A. 
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施肥は、ブドウ栽培において重要な管理の一つであり、特にN 施肥の時期や量が栄養生

長 (3 、 8) 、収量 (2 、 3、 7、 8) 、果粒品質c1、 2、 3、 4、 5、 6、 7)、ワ

イン品質 (9) に及ぼす影響について多くの報告がある。しかし、一致した結果が得られ

ない場合が多い。その原因としては、多くの研究が圃場に栽植された成木を用いており、

樹体の大きさ、根群の発達の程度や分布が異なること、栽培管理が異なること、気象条件

の相違等が考えられる。また、ワインブドウ栽培と生食用ブドウ栽培とでは新梢管理、結

実管理などに大きな違いがあり、ワイン用品種と生食用品種とで施肥に対する反応にも違

いがあると考えられる。さらに、施肥の時期を l時期に限った研究が多いため、一時的な

養分の過剰吸収や流亡による不足を生じている可能性があり、各生育ステージにおいて適

切なN 必要量が明らかでない。

ブドウの根域制限栽培では根の分布する範囲が限られており、施肥を液肥で行い、液肥

の濃度を変えることで肥効をコントロールすることができる (6)。

本実験では、根域制限栽培している‘竜宝'ブドウ樹を用い、生育時期によって液肥濃

度を変えたいくつかの施肥パターンを設定し、栄養生長、果粒の成熟・品質に及ぼす影響

を調査した。

材料と方法

岡山大学農学部実験圃場のサイドレスハウス内で、隔離ベッドを用いて根域制限栽培

c1樹当たりの土量; 60L) している 6年生の‘竜宝， 21 樹を供試した。ベッドの間隔は

2.2m 、樹聞は0.5m で、各樹とも0.5m の母枝(1年生枝)を水平に配置し、それから 4

新梢、 4花穂を発育させた。新梢は斜め上方に誘引し、 15 節で摘心した。発生してくる副

梢は 1週毎に l節まで切り戻した。果房は硬核開始期に l果房当たり 30 粒に摘粒した。

かん水は pF メーターに連動した自動かん水指令装置(竹村 DM-103) を用い、点滴

かん水で行った。かん水を開始する pF 値は、萌芽から結実期までは pF 2.2 で、結実期

からべレゾーンまでは pF 1. 5で、それ以後は pF 2. 2でかん水したc1樹当たり 3 L)。

施肥はかん水装置を利用して総合液肥(大塚ハウス l号+2号)を萌芽期 (4 月13 日)か

ら開花期 (5 月25 日)までは週 2回、その後週 l回給液したc1回 3 L) 。液肥濃度につ

いてはA 区;硬核期c7月 9 日)までN : 60 ppm 、その後20ppm 、B 区;収穫期 (8 月

19 日)まで継続してN: 60 ppm 、C 区;開花期までN: 120 ppm 、その後硬核期まで60

ppm 、硬核期以後は20ppm 、に調節する 3処理区を設定した。

萌芽後摘心するまで週 2 回、各区10 本の結果枝について新梢長を測定した。また，週

1回，各新梢から摘心によって取り除く副梢長も調査した。硬核期より l週毎に各区か

ら10 粒ず.つ果粒を採取し、粒径、粒重、果皮のアントシアニン含量、果汁の糖含量、有
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機酸含量、アミノ酸含量を測定した。 8 月19 日に全果房を収穫し、同様の調査を行っ

た。アントシアニン含量は、果粒の赤道部分から直径10mm の果皮ディスクをコルクボー

ラーで打ち抜き、そのディスク 4枚を 1%塩酸メタノーjレ25mt で抽出し、 535 nm の吸光

度を測定することで求めた。糖、有機酸、アミノ酸の測定は、果汁 2mt をイオン交換樹脂

CAmberlite CG -120 、IRA-68) で分別した後、糖は TMS 化した後 GC で、有機酸

は HPLC で、アミノ酸はアミノ酸自動分析計で定量した。また、収穫時に各区 3樹を解

体し、各部位のN 含量 C% D. W.) を CN コーダーで測定した。

結 果

新梢及び副梢の生長

新梢の生長には，処理区による差は認められなかった(データ省略)。副梢の生長は、

果粒の発育初期には C 区で旺盛で、他の 2 区に比べ約 3倍の累積副梢長となった CTable

1 )。硬核期以後は B 区で副梢の発生が著しく、液肥濃度を下げた A 、 C 区では生長が抑

えられた。萌芽から収穫までの累積副梢長はC 区で最も大きかった。

果粒の肥大及び収穫果の品質

収穫期の果房重や果粒数、果粒径に処理による有意な差はなかった CTable 2)。果

皮のアントシアニン含量は、 C 区で蓄積開始が早く、収穫期まで他の区より高かった

CFig. 1)0 A 区は C 区より 1週間遅れて着色を開始したが，収穫期には C 区と有意差が

なくなった。 B 区は着色が著しく劣った。糖含量は果糖、ブドウ糖とも C 区で最も高く、

B 区で低かった CTable 2)。有機酸含量についてみると、酒石酸含量は各処理区間に有

意差がなかったが、リンゴ酸はC 区で有意に低い値を示した。 ‘竜宝'の主要なアミノ酸

はグルタミン、アラニン、アルギニン、 7 一アミノ酪酸、プロリンであった。全アミノ酸

含量、各アミノ酸含量とも A 、 B 区に比べ C 区で低い値を示した CTable 3)0 A 区と B

区の聞に有意な差はなかった。

Table 1 E 百ect of liquid fertilizer concentraion on the growth Z of 
lateral shoo t. 

June 24 July8 August 6 
Treatment (Early stage of (Seed (Be 町

(N ; ppm) berry growth) hardening) ripening) 

A; 60 →20 1 8.6 b 
y 

3 1. 3 b 4 9.9 b 

B ; 60 22.6 b 3 1. 2 b 8 0.9 a 

C ; 120 →60 →20 5 6.7 a 72.6 a 9 1.0 a 

z 
Cumulative lateral shoot length per primary shoot (cm). 

y Duncants multiple range test(P く0.05 ，n=7). 
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Table 2 E 首ect of liquid fertilizer concentration on the cluster weight ， 
berry diameter ， and sugar and organic acidcontents. 

液肥濃度とASEV Jpn. Rep. ，Vo 1.6， No.2 (1995) 

Organic acid 
∞ntent(%) 

Tartaric acid Malic acid 

Sugar content(%) Berry 
diameter 
(mm) 

Cluster 
weight 
(g) 

Treatment 

A

B

C

 

0.34 ab Y 

0.36 a 

0.24 b 

0.11 aY 

0.13 a 

0.13 a 

Glucose 

7.85 ab Y 

7.34 b 

8.19 a 

Fructose 

8.53 ab Y 

8.07b 

8.95 a 

27.6 aZ 

28.2 a 

28.2a 

359 .4 aZ 

374.6 a 

369.0 a 

n=7). 

n=3). 

Z Duncan's mul tiple range test (Pく0.05 ，

YDuncan's multiple range test (P<0.05 ， 

Table 3 Effect of liquid fertilizer concentration on the juice amino acids contene 

Total 

A 

B 

13.50 a 

12.27 ab 

10.15 b 

Proline 

0.41a 
0.44a 

0.33 a 

GAB N' 

0.98a 

0.91 a 

0.85 a 

Arginine 

1.50 ab 

1.62 a 

1.25 b 

Alanine 

2.99 a 

2.60 a 

2.48a 

Glutamine 

6.29 aX 

5.52 ab 

4.06b 

処理区

C 

Z (mmol lL) 

Y Y -aminobutyric acid 
x 
Duncan's multiple range test (Pく0.05 ，N=3). 

a 

a 

b 

.A(N: 60 →20) 

企 B(N: 60) 

.C(N: 120 →60 →20) 
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Fig. 1 E 百'ect of liquid fertilizer concentration on the anthocyanin 

content of berry skin. Means at each samp !ing date indicated 
by different letters are significantly different at P<0.05 ， 
Duncan's multiple range test (n=3). 
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Table 4 Effect of liquid fertilizer ∞ncentration on the nitrogen content 
(% D.W.) of various parts of grapevine at harvest (August 19). 

Shoot 
Treatment S Primary Lateral Root Trank Cordon teπ1 

Ieaf Ieaf 

A 0.45 a Z 2.03 a 2.01 a 0.83 a 0.40b 0.53a 

B 0.44a 1.92 a 1.86 b 0.85 a 0 .50a 0.59a 

C 0.31 b 1.70 b 1.65 b 0.64 b 0.37 b 0.47b 

Z Duncan's multiple range teat (P<O.05 ， n=3). 

樹体各部位のN 含量

収穫期の樹体各部位のN 濃度をみると、 C 区はA 、B 区に比べ、副梢葉と幹を除く全て

の部位で低い値を示した (Table 4)。

考察

これまでN 施用量と樹体の生長、収量、果粒品質の関係、についての研究は多く行われで

いるが、石塚ら(3 )、 Spayd ら (8 )は N 施用量が多くなると樹体生長と収量が増加

し、果汁の糖含量が減少すると報告している。また、 Kliewer ら(4)、 Spayd ら(8) 

はN 施用量の増加に伴い果汁のアミノ酸含量が増加すると報告している。今回の実験で設

定した 3区を比較すると、萌芽から収穫までの累積N 施用量は C 、B 、A 区の順で高かっ

たが、施肥量の多かった C 区で収穫期の樹体各部位のN 濃度、果汁中のアミノ酸含量が低

く、糖含量が高かった。これは、萌芽から開花期までの高濃度のN 施用が副梢の生長を促

し、発生してくる副梢が取り除かれることによって樹体全体のN レベルを下げる結果に

なったためと考えられる。また、硬核期以後も高濃度のN を施用した B 区では糖の蓄積、

着色が抑制されたが、硬核期から施肥N 濃度を下げた区では良好であった。この結果は、

‘巨峰'について液肥の濃度試験を行った岡本ら(6 )の報告と一致した。 B 区の樹体各

部位のN 含量は、硬核期以後も高濃度でN を施用したにも関わらず、硬核期以後N 濃度を

下げたA 区とほとんど差がなかった。これは、 C 区と同様に、硬核期以後の B 区における

副梢の旺盛な生長によるものと考えられる。

果粒品質について 3つの処理区を比較すると、果汁のアミノ酸含量、糖含量が高く、着

色が良好だったA区が最も優れた果粒を生産した。

以上のように、ブドウ樹の果粒生産、特に高品質果粒の生産に最適な土壌のN レベルは、

樹の生育ステージによって異なることが示された。したがって、生育期間全体のN 施用

量よりも各時期の土壌N レベル、あるいは樹体内のN レベルを考慮することが重要である。
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要 約

根域制限栽培している 6 年生の‘竜宝'ブドウ樹を供試し、 A 、萌芽期から硬核期まで

N : 60 ppm 、それ以後はN : 20 ppm に調整した総合液肥を与える、 B 、萌芽期から収

穫期までN: 60 ppm の液肥を与える、 C 、萌芽期から開花期までN : 120 ppm 、開花期

から硬核期までN: 60 ppm 、それ以後は;¥J: 20 ppm の液肥を与える、の 3 つの処理区

を設定した。

新梢生長は処理による有意な差を示さなかった。副梢の生長は，果粒の生育初期ではC

区で旺盛であったが、硬核期以後は B 区で旺盛であった。果房重や果粒重に処理による有

意差はみられなかった。 C 区では果皮のアントシアニン含量、果汁の糖含量は高かった

が、果汁のアミノ酸含量、収穫期の樹体各部位の N 含量は低かった。 B 区では果皮のアン

トシアニン含量、果汁の糖含量の蓄積が抑制された。総合的な品質で判断すると A 区の果

粒が最も優れた。
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